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・皆さま、お疲れさまでした。岩場、渡渉、滝な

どなどバラエティーに富んだコースでしたが、天

気や登山道の状 態も良く、また皆さん危ないと

思われる個所は慎重に歩いていただいたので、怪

我、事故等なく全員で下山でき ホッと一安心で

した。もちろん山は楽しいのが一番ですが、怪我、

事故等のない安全な行動あってのものだと思 い

ますので、これからも安全には十分留意いただき

楽しい山行をしていきましょう。 （木村 篤）

＜リーダーコメント＞

 10 名のパーティだったの で２組に分けて行動

しようと思って様子を見ていましたが、足並みも

揃っていたこと、すれ違いもないので 10 名で行

動しました。天気もよかったので個人より、パー

ティ山行の方がたくさん来ており思わぬ渋滞が

何度かありましたが、かえって休憩をとることが

できよかったと思いました。ガスが少しかかって

いて琵琶湖はあまりはっきりみえませんでした

が楽しく登ることができました。名古屋近辺にも

湖南アルプス、湖西アルプス、各務ヶ 原アルプ

ス、少し足延せば沼津アルプス、播磨アルプスな

ど小さいけど楽しいアルプスがありますので機

会があればチャレンジすると楽しいと思います。

しかし、事前に準備しリスク、危険個所、行動時

間を見積るように心がけてください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

33 月月 3300 日日（（土土））☆☆☆☆  

山域：奥三河新城 山名：上上臈臈岩岩（（443300mm））百百畳畳岩岩

（往路）日本特殊陶業会館南側道路 6:25→東別

院 IC→新城 IC→モリトピア愛知 P7:47

（帰路）モリトピア愛知 P15:20→鳳来ゆ〜ゆ〜

アリーナ 15:30/16:40→新城 IC17:00→大高

IC17：47→金山 18:15

ココーーススとと所所要要時時間間

モリトピア愛知出発 8:10〜シャクナゲ尾根取付

8:30～東尾根分岐 9:15～471P9:40～東尾根展望

台 10:10～上臈岩方面分岐 10:40～上臈岩 11:30

～中上臈岩 11:50/12:30～百畳岩方面分岐 13:10

～シュートン沢桟橋13:45～モリトピア愛知到着

15:10         所要時間 7 時間

参加者（7名） 

CCLL 池池戸戸  美美恵恵 SL 川崎 禎明 会計：塚原 恵美子 

中村 慎吾 五島 健一 加藤 恵美 杉浦 充代 

（参加者の感想） 

・ルートでは、9箇所のポイントがあったのです

が、見落としたり、迷いました。ピークの数や分

岐を見落とさないように歩いたつもりでしたが、

歩く事に夢中になり周りの様子を確認する事が

できませんでした。暑いくらい良い天気で、上臈

岩、中上臈岩からの眺めは最高で感激しました。

百畳岩の大きさにも驚きました。暑かったので、

登り返しはキツかったが、変化のある楽しいコ―

スでした。 （加藤 恵美） 

・上臈岩、中の上臈からの眺めが素晴らしく百畳

岩の大きさにも驚きました。あの大きな岩の上を

歩いていくのはとても楽しかったです。先頭を歩

いた時、事前に CL から先頭に立つ人は早くなり

がちなので注意と聞いていたのに何度も速く歩

いてしまいグループでの先頭歩行が難しかった

です。またコンパスを使った地図読みでも目で見

た形で違った場所を特定してしまい、思い込みが

強いとコンパスの角度まで自分で操作してしま

いがちな危険があることもわかりました。とても

勉強になりました。      （杉浦 充代）

・リーダーの指示のもとチェックポイントを確認

しながら交代で歩行をしました。岩、鎖場もあり

バリエーションにとんだ山で、上臈岩からの景色

もすばらしく春を感じる山行でした。参加者の皆

さんに、事前に地図を読み込んでおくことの重要

性が、伝わったと感じました。山座同定ができる

ことは、逆にランドマークの山や鉄塔など 2か所

位置がわかっていればその場所から自分の現在

位置を確認することができます。応用して自分の

位置確認にも利用しましょう。個人山行ではなか

なか実行しないことを言葉や行動で教えていた

だける有意義な山行でした。  （川崎 禎明） 

＜リーダーコメント＞ 

今回は事前に地図に尾根線、谷線を入れてくだ

さいとお願いしました。また行きの車の中では、

ピークやコルの見つけ方を確認しました。基本で

はありますが、慣れていないとできないことです。

また、このような作業は地形を大まかに掴むこと

ができ、登山前の大事な準備の一つとなります。 

事前に送りました地形図は 12500／1 のサイズな

ので、地形はわかりますが、遠くに見えるあの山

は？というように山座同定するときには、もう一

回り大きく25000/1や50000/1の地形図を用意す

るといいと思います。低山ほど道迷いしやすいで

す。ピーク、コル、方向、時間、距離などさまざ

まなヒントで、現在地を特定してください。地図

に現れないピーク、コルなどの落とし穴もありま

す。ある程度自分で予測してからスマホをみて、

答え合わせをしてください。鎖のある岩場では、

鎖をしっかりと掴み、足元をよく見て、次どこに

足を置くのかを決めて、三点支持で一歩一歩確実

に行って下さい。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

33 月月 3311 日日（（日日））☆☆

山域：瀬戸 山名：物物見見山山

（往路）東山公園 7:30→海上の森駐車場 8:05

（復路）駐車場 17:15→東山公園 18:00

ココーーススとと所所要要時時間間

海上の森駐車場 8:50～四つ沢 9:07～三角点 9:

20～五叉路 9:50～分岐 11:13～物見山 11:30

/12:00 昼食→三条峠 13:15～鉄塔 14:16～林

道 15:55～里山サテライト 16:40～海上の森

17:00      所要時間 8 時間 10 分

参加者（7名）

CCLL 金金谷谷  正正起起 SL 奥野 明美 AD 服田 康宏

杉浦 いずみ 花田 彰紀 山田 誠一 神戸

志摩

（参加者の感想） 

・支部友最後ということで、今まで一度も参加し

たことのなかった物見山の読図山行に参加しま

した。事前にいただいたドリルをこなし、地図を

準備し、尾根線・谷線を書き込む、方角、ルート

時間の確認などを机上登山でしておりました。進

行方向の角度は、自宅で測っていましたが、現地

でやってみると微妙に違います。これは地図が平

行になってないことや、地図に折り目が付いてい

る、安定した机上でやっていないことになどよる

差だと思いました。また、コースタイムも、山行

中に「ここから次のポイントまで何分？」と質問

されても、いざ現地で地図を見て回答をすると、

予習したときの時間と異なります。冷静に計算す

れば、回答も出るはずですが、いざとなると答え

られないので、距離や時間の感覚は、経験を積ん

で養いたいと思いました。約３年間、支部友会員

大変お世話になりました。いろいろと学ばせてい

ただき経験もでき、貴重な時間を過ごすことがで

きました。          （神戸 志摩） 

・物見山の地図読み山行に参加してきました。当

日は、登山道に沿って走行し、分岐点で、地図と

コンパスを使って、進む方向を判断するレベルを

想定していた。しかし、地図とコンパスから進む

べき方向を判断するだけでなく、登山道を使わず

に、地図と周辺の状況から尾根や谷を判断して、

走行しやすい最適なルートを見つけ、現在地を判

断するといった、とても高度な内容だった。地図

読みになれると、等高線やピークの個数から、走

行ルートの斜度や現在地が予測できるようにな

るとのことだったので、これからは等高線を意識

しながら山行に参加し、地図読みの経験値を養っ

ていけたらと思う。      （山田 誠一）

・物見山周辺は地形が変化に富んでおり、読図の

練習になりました。忘れていたことがたくさんあ

ったため、日々の取り組みの大切さを痛感しまし

た。幸い好天に恵まれたこともあり、心地よい汗

を流しながらの快適な山行でした。これからも読

図のやり方を忘れず、安全で快適な山行を心がけ

ていきたいと思います。皆様ありがとうございま

した。            （花田 彰紀）

＜リーダーコメント＞

 山岳遭難の一番は道迷いです。防ぐには事前に

地図を読み込み登山中は地図をこまめに開いて

現在地を確認することです。特に低山は脇道も多

く気を抜くと思わぬ道迷いをしますがあり得る

ことです。問題は間違いに気がつかずそのまま進

むことです。この山域は尾根と谷が入り乱れて解

りにくい地形でしたから歩きながら現在地を把

握するのは難しかったと思います。参加者の皆さ

んはコンパスも使いこなして大きなミスはあり

ませんでした。道無きルートの取り方も適切でし
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＜リーダーコメント＞ 

今回は事前に地図に尾根線、谷線を入れてくだ

さいとお願いしました。また行きの車の中では、

ピークやコルの見つけ方を確認しました。基本で

はありますが、慣れていないとできないことです。

また、このような作業は地形を大まかに掴むこと

ができ、登山前の大事な準備の一つとなります。 

事前に送りました地形図は 12500／1 のサイズな

ので、地形はわかりますが、遠くに見えるあの山

は？というように山座同定するときには、もう一

回り大きく25000/1や50000/1の地形図を用意す

るといいと思います。低山ほど道迷いしやすいで

す。ピーク、コル、方向、時間、距離などさまざ

まなヒントで、現在地を特定してください。地図

に現れないピーク、コルなどの落とし穴もありま

す。ある程度自分で予測してからスマホをみて、

答え合わせをしてください。鎖のある岩場では、

鎖をしっかりと掴み、足元をよく見て、次どこに

足を置くのかを決めて、三点支持で一歩一歩確実

に行って下さい。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

33 月月 3311 日日（（日日））☆☆

山域：瀬戸 山名：物物見見山山

（往路）東山公園 7:30→海上の森駐車場 8:05

（復路）駐車場 17:15→東山公園 18:00

ココーーススとと所所要要時時間間

海上の森駐車場 8:50～四つ沢 9:07～三角点 9:

20～五叉路 9:50～分岐 11:13～物見山 11:30

/12:00 昼食→三条峠 13:15～鉄塔 14:16～林

道 15:55～里山サテライト 16:40～海上の森

17:00      所要時間 8 時間 10 分

参加者（7名）

CCLL 金金谷谷  正正起起 SL 奥野 明美 AD 服田 康宏

杉浦 いずみ 花田 彰紀 山田 誠一 神戸

志摩

（参加者の感想） 

・支部友最後ということで、今まで一度も参加し

たことのなかった物見山の読図山行に参加しま

した。事前にいただいたドリルをこなし、地図を

準備し、尾根線・谷線を書き込む、方角、ルート

時間の確認などを机上登山でしておりました。進

行方向の角度は、自宅で測っていましたが、現地

でやってみると微妙に違います。これは地図が平

行になってないことや、地図に折り目が付いてい

る、安定した机上でやっていないことになどよる

差だと思いました。また、コースタイムも、山行

中に「ここから次のポイントまで何分？」と質問

されても、いざ現地で地図を見て回答をすると、

予習したときの時間と異なります。冷静に計算す

れば、回答も出るはずですが、いざとなると答え

られないので、距離や時間の感覚は、経験を積ん

で養いたいと思いました。約３年間、支部友会員

大変お世話になりました。いろいろと学ばせてい

ただき経験もでき、貴重な時間を過ごすことがで

きました。          （神戸 志摩） 

・物見山の地図読み山行に参加してきました。当

日は、登山道に沿って走行し、分岐点で、地図と

コンパスを使って、進む方向を判断するレベルを

想定していた。しかし、地図とコンパスから進む

べき方向を判断するだけでなく、登山道を使わず

に、地図と周辺の状況から尾根や谷を判断して、

走行しやすい最適なルートを見つけ、現在地を判

断するといった、とても高度な内容だった。地図

読みになれると、等高線やピークの個数から、走

行ルートの斜度や現在地が予測できるようにな

るとのことだったので、これからは等高線を意識

しながら山行に参加し、地図読みの経験値を養っ

ていけたらと思う。      （山田 誠一）

・物見山周辺は地形が変化に富んでおり、読図の

練習になりました。忘れていたことがたくさんあ

ったため、日々の取り組みの大切さを痛感しまし

た。幸い好天に恵まれたこともあり、心地よい汗

を流しながらの快適な山行でした。これからも読

図のやり方を忘れず、安全で快適な山行を心がけ

ていきたいと思います。皆様ありがとうございま

した。            （花田 彰紀）

＜リーダーコメント＞

 山岳遭難の一番は道迷いです。防ぐには事前に

地図を読み込み登山中は地図をこまめに開いて

現在地を確認することです。特に低山は脇道も多

く気を抜くと思わぬ道迷いをしますがあり得る

ことです。問題は間違いに気がつかずそのまま進

むことです。この山域は尾根と谷が入り乱れて解

りにくい地形でしたから歩きながら現在地を把

握するのは難しかったと思います。参加者の皆さ

んはコンパスも使いこなして大きなミスはあり

ませんでした。道無きルートの取り方も適切でし

－ 5－



た。今後は自身を持って藪漕ぎ覚悟で未知のルー

ト開拓に挑戦して下さい。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

44 月月 66 日日（（土土））☆☆  山域：渥美半島

山名：雨雨乞乞山山（（223333mm））大大山山（（332288mm））

(往路）新豊橋駅 8:30→三河田原駅 9:05→豊鉄バ

ス保見行 9:30→石神バス停 9:54

（復路）石神バス停 15:15→三河田原駅 15:45→

新豊橋駅 16:37

ココーーススとと所所要要時時間間

登山口 10:30〜雨乞山 11:20〜物見山・昼食

12:00/12:30〜椛（なぐさ）峠 13:28〜なぐさシデ

コブシ自生地 13:30〜伊川津シデコブシ群生地

13:50～石神バス停 15:15

 歩行時間 4 時間 30 分 

参加者（5名） CCLL 田田中中  進進  島田逸子  

山田 卓  浦野 恵美子 竹本 美香  

（参加者の感想） 

・昨年も同じ時期に雨乞山、大山縦走しました。

今回はメンバーのコンディションを考慮し、リー

ダーの的確な判断でエスケープルートを選択し

ました。下山した場所にはシデコブシの群生地が

あり(昨年から個人的に気になっていたので)満

開の花を鑑賞する事が出来ました。副産物の'い

たどり'も調理方法を教えてもらい、胡麻油で炒

めたら美味！程よく酸味があり、シャキシャキの

歯ざわり、春の渥美半島をいただきました。

（竹本 美香）

・膝の痛みが回復しつつあるので、久しぶりの山

行に緊張感とワクワク感に溢れていました。ミツ

バツツジの咲き誇る登山道を先頭で歩き、自分の

ペースを保たなければと思いながらも、ついつい

早足になってしまった。結果物見山で昼食後、コ

ース変更で下山。グループ登山参加は万全な体調

が必然と悟りました。     （浦野 惠美子）

・天気に恵まれ、暑過ぎず寒過ぎずの丁度良い気

候での山登りになりました。思ったよりも急登で、

所々に岩もあり雨乞山、物見山とも展望が良い山

でした。シデコブシを知らなかったので、見られ

て良かったです。反省点としては、歩くペースを

もう少し考えて歩けば良かったかなと思いまし

た。                        （山田 卓） 

 ＜リーダーコメント＞  

三河湾、江比間海岸脇の石神バス停は標高 4メー

トルです。キャベツ畑の中を伊川津揚水場（農業

用ため池）迄 25 分で登山口でした。すぐ急登で

すが満開のピンク色の三つ葉つつじとウバメガ

シの林の中、鶯の鳴き声を聞きながらすぐに雨乞

山です。天候は薄曇り頂上から三河湾のアサリの

養殖いかだがたくさん並ぶ眺めは見事です。 今

回浦野さんが昔痛めた膝が完治していなく、大山

までのコースを止め、椛（なぐさ）峠から下山し

ました。麓には県の天然記念物シデコブシの自生

地、更に伊川津の見事な群生地を見学しました。 

帰りはキャベツ畑の収穫風景や取り残されたブ

ロッコリーの黄色の花を見ながら、春の景色を満

喫した山行となりました。来年は大山まで登り太

平洋岸の伊良湖岬の恋路ヶ浜や神島を眺める山

行を皆さん希望されていました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

44 月月 77 日日((日日))  ☆☆☆☆

山域：各務原市 山名：城城山山（（226655mm））

・・明明王王山山（（338800mm９９・・八八木木山山（（229966mm））

（往路）名鉄 金山 7:26→犬山 7:57→羽場 8:18

（復路）JR 坂祝 16:34→名鉄新鵜沼 15:19→名古

屋 15:55

ココーーススとと所所要要時時間間

愛宕山登山口 8:39～愛宕山 9:18～八木山 10:01

～北尾根登山口 11:00～自然遺産の森 11:11/

 11:46 ランチ～金毘羅山登山口 12:00～金毘羅 

山 12:40/13:00～城山 13:54～登山口 14:26～ 

坂祝 14:45      歩行時間 6 時間 

参加者（8名） 

CCLL 磯磯部部  隆隆 SL 中島 美枝 芝山 美智子 

鈴木 良明 高橋 弘美 古野 敏彦 岡 直人  

島川 桂子  

（参加者の感想） 

・低山ながらもアップダウンが続き、1月ぶりの

登山の身としては、結構ハードな登山となりまし

た。登山道は整備されていましたが、途中道迷い

のポイントもあり、要所での地図確認、滑りやす

い下山時での注意等、指導もあり、全員無事下山

できたのは良かったと思います。

（古野 敏彦 ）                        

・今年は例年より桜の開花が遅く、ありがたくも

今回の山行は満開の桜を愛でることができまし

た。他にミツバツツジ、ヒカゲツツジ、イワカガ

ミも！アップダウンのある道をすすみ 6 座のピ

ークを踏み、御嶽山や木曽川の流れ、山桜と緑の

コラボレーションなどなど、いい汗をかきながら

のよき山行が出来ました。   （高橋 弘美）                 

・今回は久しぶりの支部友山行であり、山の楽し

さを満喫することができた。主だったピークや昼

食時には充分な休憩時間があり、余裕をもって準

備することができた。メンバー同士のコミュニケ

ーションも気持ちがよかった。各務野自然遺産の

森では、桜が咲き誇る中での昼食だった。気候も

暑すぎることなく、金毘羅山への登りは汗ばんだ

が、山頂での涼風が気持ちよかった。（鈴木 良明 ）                                    

・最近ちょっと凝っている電車登山。地図を見な

がら、どの駅からどう登ってどこに降りて、駅

は？私の希望にぴったりの山行でした。6座踏破

なので、アップダウンはきつく感じましたが、花

や城そして山頂からの素晴らしい景色に元気を

貰いました。先頭を歩く時の時間配分、要所での

地図確認などたくさん学ばせていただきました。 

（芝山 美智子） 

・雨予報が一転真っ青な青空に。幾度とアップダ

ウンを経てなかなか歩きごたえのある山行でし

たが桜並木・イワカガミ・ヒカゲツツジのお花も

見れ危険箇所もなく楽しく１日を過ごせました。 

（島川 桂子） 

・心配していた天気も良い方へ変わり汗ばむほど

の天気になりました。持参した水分を全て飲み干

してしまい、これからの暑さ対策の必要を感じま

した。この山行１日限りのチームですが地図読み

の苦手な人に教えたり危険箇所では声を掛け合

ったりと素晴らしいチームワークでした。どなた

も先頭を歩くとスピードが早くなってしまうの

が気になった点です。いつもより少しゆっくり歩

くを心掛けるといいと思います。 （中島 美枝） 

＜リーダーコメント＞                             

歩行時間は、実質ほぼ 6 時間であり、距離もあ

り、アップダウンもある、低山ながら、味のある、

小気味良いルートであった。足並みの揃っていた

皆さんが、終着地の坂祝駅に着いた時の表情から、

楽しみながら歩き切った満足感のようなオーラ

が出ているのが感じられ、CL としても、ホット

した次第。実際、登山入口の、八木三山は、標高

が２百メートル台の山とは、とても思えない位、

しっかりした、しかも楽しめる山であり、山は、

標高ばかりがすべてではない、と感じさせられる

ような山であった。また、今回の山は、登山ルー

トが、いっぱいあり、登山口を見つけることが、

課題でもあった。この力をつけないと、いくら体

力に任せて歩けても、高山では、ヒヤッとするこ

とが多々ある。自分も、そんな苦い経験は、いく

つもある。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

4 月 13 日(土) ☆  

山域：京都東山  山名：大大文文字字山山((446655  mm))  

（往路）JR 名古屋駅 7:00→山科 9:07→京都地下

鉄東西線山科 9:21→蹴上 9:27 

（復路）蹴上 14:14→JR 山科 16:36→米原 17:25

→名古屋 18:42

ココーーススとと所所要要時時間間

蹴上 9：35～日向大神宮 10:05～大日山付近 10:35

～四つ辻 11:23～大文字山 11:32/12:05～火床

12:26～東山登山口 13:03～哲学の道 13:19～南

禅寺 13:30～蹴上 14:06

参加者（6名）

CCLL 村村瀬瀬恭恭平平 島川 桂子 加藤 恵美 中野徳子

清水ゆかり 伊藤めぐみ

（参加者の感想） 

・京都トレールのルートは、チェック場所に表示

があるので、道迷いしないようになっていました

が、表示が 無いと解りづらい場所もありました。

低山は注意が必要だと実感しました。ルートには、

いろいろな花が咲いており楽しめました。暑いく

らい良い天気で、大文字山の頂上からは、大阪の

ビル群なども見えるほど眺望が良く、気分が良か

ったです。           （加藤 恵美）

・大文字山頂は大勢の人が憩い人気のほどが窺え、

特に火床からは京都の街がすぐ近くに見え、急傾

斜と相まって迫力満点でした。下山後に寄った南

－ 6－



（参加者の感想） 

・低山ながらもアップダウンが続き、1月ぶりの

登山の身としては、結構ハードな登山となりまし

た。登山道は整備されていましたが、途中道迷い

のポイントもあり、要所での地図確認、滑りやす

い下山時での注意等、指導もあり、全員無事下山

できたのは良かったと思います。

（古野 敏彦 ）                        

・今年は例年より桜の開花が遅く、ありがたくも

今回の山行は満開の桜を愛でることができまし

た。他にミツバツツジ、ヒカゲツツジ、イワカガ

ミも！アップダウンのある道をすすみ 6 座のピ

ークを踏み、御嶽山や木曽川の流れ、山桜と緑の

コラボレーションなどなど、いい汗をかきながら

のよき山行が出来ました。   （高橋 弘美）                 

・今回は久しぶりの支部友山行であり、山の楽し

さを満喫することができた。主だったピークや昼

食時には充分な休憩時間があり、余裕をもって準

備することができた。メンバー同士のコミュニケ

ーションも気持ちがよかった。各務野自然遺産の

森では、桜が咲き誇る中での昼食だった。気候も

暑すぎることなく、金毘羅山への登りは汗ばんだ

が、山頂での涼風が気持ちよかった。（鈴木 良明 ）                                    

・最近ちょっと凝っている電車登山。地図を見な

がら、どの駅からどう登ってどこに降りて、駅

は？私の希望にぴったりの山行でした。6座踏破

なので、アップダウンはきつく感じましたが、花

や城そして山頂からの素晴らしい景色に元気を

貰いました。先頭を歩く時の時間配分、要所での

地図確認などたくさん学ばせていただきました。 

（芝山 美智子） 

・雨予報が一転真っ青な青空に。幾度とアップダ

ウンを経てなかなか歩きごたえのある山行でし

たが桜並木・イワカガミ・ヒカゲツツジのお花も

見れ危険箇所もなく楽しく１日を過ごせました。 

（島川 桂子） 

・心配していた天気も良い方へ変わり汗ばむほど

の天気になりました。持参した水分を全て飲み干

してしまい、これからの暑さ対策の必要を感じま

した。この山行１日限りのチームですが地図読み

の苦手な人に教えたり危険箇所では声を掛け合

ったりと素晴らしいチームワークでした。どなた

も先頭を歩くとスピードが早くなってしまうの

が気になった点です。いつもより少しゆっくり歩

くを心掛けるといいと思います。 （中島 美枝） 

＜リーダーコメント＞                             

歩行時間は、実質ほぼ 6 時間であり、距離もあ

り、アップダウンもある、低山ながら、味のある、

小気味良いルートであった。足並みの揃っていた

皆さんが、終着地の坂祝駅に着いた時の表情から、

楽しみながら歩き切った満足感のようなオーラ

が出ているのが感じられ、CL としても、ホット

した次第。実際、登山入口の、八木三山は、標高

が２百メートル台の山とは、とても思えない位、

しっかりした、しかも楽しめる山であり、山は、

標高ばかりがすべてではない、と感じさせられる

ような山であった。また、今回の山は、登山ルー

トが、いっぱいあり、登山口を見つけることが、

課題でもあった。この力をつけないと、いくら体

力に任せて歩けても、高山では、ヒヤッとするこ

とが多々ある。自分も、そんな苦い経験は、いく

つもある。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

4 月 13 日(土) ☆  

山域：京都東山  山名：大大文文字字山山((446655  mm))  

（往路）JR 名古屋駅 7:00→山科 9:07→京都地下

鉄東西線山科 9:21→蹴上 9:27 

（復路）蹴上 14:14→JR 山科 16:36→米原 17:25

→名古屋 18:42

ココーーススとと所所要要時時間間

蹴上 9：35～日向大神宮 10:05～大日山付近 10:35

～四つ辻 11:23～大文字山 11:32/12:05～火床

12:26～東山登山口 13:03～哲学の道 13:19～南

禅寺 13:30～蹴上 14:06

参加者（6名）

CCLL 村村瀬瀬恭恭平平 島川 桂子 加藤 恵美 中野徳子

清水ゆかり 伊藤めぐみ

（参加者の感想） 

・京都トレールのルートは、チェック場所に表示

があるので、道迷いしないようになっていました

が、表示が 無いと解りづらい場所もありました。

低山は注意が必要だと実感しました。ルートには、

いろいろな花が咲いており楽しめました。暑いく

らい良い天気で、大文字山の頂上からは、大阪の

ビル群なども見えるほど眺望が良く、気分が良か

ったです。           （加藤 恵美）

・大文字山頂は大勢の人が憩い人気のほどが窺え、

特に火床からは京都の街がすぐ近くに見え、急傾

斜と相まって迫力満点でした。下山後に寄った南

－ 7－



禅寺は初めてでしたが大きくて立派な三門に驚

き、由来を読んで納得しました。インクラインや

哲学の小径では、桜の花筏と相まって春爛漫のう

ららかな休日を過ごすことができ、京都一周トレ

イルの続きを歩いてみたいと思いました。

（中野 徳子） 

・大文字山の火床に大変感動しました。リーダー

から事前に注意があった火床からの下りは大変

急な階段でよそ見しないよう気を抜かず無事降

りきれました。蹴上インクラインの桜は終盤でし

たが、京都らしい風景も見て京の春を堪能した大

満足の京都電車山行でした。  （島川 桂子）

＜リーダーコメント＞

天候にも恵まれ、汗ばむ程の気温の中春の名残

りを楽しみました。桜吹雪の哲学の道もこの時期

ならではと感じました。参加者の足並みもよろし

く、途中の間違えやすい分岐でも全員で地図とコ

ース番号の標識の確認をスムーズに確認してお

りました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

44 月月 1133 日日((土土))  ☆☆☆☆

山域：奥三河   山名：湯湯谷谷富富士士（（440066mm））

（往路）金山 7:02→豊橋 7:57→湯谷温泉 9:38

（復路）湯谷温泉 16:12→豊橋 17:16→金山 18:23

ココーーススとと所所要要時時間間

湯谷温泉 9:50～湯谷富士取付 10:15～湯谷富士

11:20～サイコロ岩 11:30/12:55 岩稜体験・昼食

～湯谷富士山頂分岐 13:00～鳳来ゆーゆーありー

な 14:10/15:50 湯谷温泉 16:00

所要時間 4 時間 20 分 

参加者（9名） CCLL 林林  康康太太郎郎  SL 林 須美子 

佐橋 章嘉 五島 健一 花田 彰紀 大場 奈緒 

山田 誠一 鈴木 良明 花田 玲子 

（参加者の感想） 

・高低差はないものの、登りは急登、山道は荒れ

気味でややハード。サイコロ岩ではリーダー指導

で岩登りを体験でき楽しめました。（五島 健一） 

・YAMAP や登山ガイドに載っていない湯谷富士

で情報が少ない状態での山行でした。マイナーな

山だけに登山口も地図を頼りにルートを探しな

がら登りました。標高差は、300m と少ないが登 

りはじめから急登が続き、激登りでした。メイン 

のサイコロ岩への 10 メートル程度の岩壁は、リ

ーダーにロープを張ってもらい、SL にもフォロ

ーいただきルートや登り方を教えていただき、3

点支持で一人ずつ登頂すると拍手が起きました。

山でのロープの登りと下りの使い方や便利さを

体験でき、新しい楽しみを発見できた新鮮で楽し

い山行でした。         （佐橋 章嘉） 

・はじめての岩稜体験を楽しみに参加させてい

ただきました。麓から見る湯谷富士は絵に描いた

ように整った三角の山容で、更にわくわくが増し

ながらの入山でした。いざ登り始めると、急登、

藪…目の前のことに必死になって登っていると

あっという間に山頂に到着しました。岩稜体験で

は、ロープを張ってもらい簡易ハーネスと繋ぎ登

ったおかげで、安心感があり楽しんで体験するこ

とができました。       （大場 奈緒）

・ルートファイ、岩登り体験に惹かれて申し込

ました。ました。湯谷富士はヤマップにも地図が

無く、ヤマレコも使いこなせない私はペーパー地

図が便りでした。計画の登山口は伐採してあり、

前を歩く方の声で分かってしまいましたが、登山

中は時々いくつも選択肢が見え、感覚ではコース

アウトに気が付くのはむつかしいと感じました。

湯谷富士は頂上までキレイな三角形で、多少のコ

ースアウトも登れる道があれば頂上に着くとの

イメージも大切と感じました。岩登りは楽しく、

何度でもやりたくなりました。今後安全に岩登れ

る技術も身に着けたいです。ありがとうございま

した。   （花田 玲子）

・踏み跡の薄い道に急登、岩稜と、個人ではハー

ドルが高くて手の出しにくい山行を経験させて

いただき、大満足でした。ハラハラとワクワクが

同居しながらも、皆さんと色々とお話ししながら

の山歩きはとても楽しかったです。地形図やコン

パス、高度計といった道具も使いこなせるよう、

引き続き精進していきたいと思います。 

（花田 彰紀） 

＜リーダーコメント＞ 

 山の魅力をコンパクトにまとめた山行いかが

でしたか。皆さん岩登りの経験が浅くて意外でし

た。もう少し長い時間体験できればよかったです

ね。登山には色々なジャンルがあります一生涯の

趣味となるように早く自身が本当に求めている

ジャンルを見つけて下さい。たくさんのご参加あ

りがとうございました 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

44 月月 2200 日日((土土))  ☆☆☆☆

山域：木曽谷・木曽山地  山名：風風越越山山（（11,,669999mm））  

（往路）金山 6:50→中津川 IC7:50→上松町萩原

→風越山登山口 P 9:05

（復路）駐車場 14:30→入浴 16:00→中津川 IC 

16:50→金山 18:00  

ココーーススとと所所要要時時間間

鷹鳥屋登山口 9:30～カヤト分岐 10:50～風越山

11:30～展望台 11:40/12:00～風越山 12:00～カ

ヤト分岐 13:10～オオマキ 13:50～登山口 14:20

所要時間 4 時間 50 分 

参加者（4名）  

CCLL 高高松松  信信治治  SL 会計：髙橋 弘美 気象：中村 

慎吾 記録：五島 健一 

（参加者の感想） 

 ・バイカオウレンと中央アルプスの姿を楽しみ

に参加しました。見事にその２つ共が叶った山行

となりました。登りは、きつい道ですが御嶽山を

望める道、途中の避難小屋、展望台から見える中

央アルプスそして可憐なバイカオウレンの群生

と楽しみどころ満載でした。気象、歩き方、地図

の見方、山行中はもとより往路復路に CL から教

えて頂いた遭難対策のお話は大変勉強になりま

した。            （髙橋 弘美）                                        

・登山口までの車中で、皆がそれぞれで予め検

討してきた山頂の天気予想を発表しました。どの

ような情報を元にしたか、どのような考えで天気

を予想したかなどを話し合い、計画時や山行中の

天気の重要性についても確認できました。登山口

で地図とコンパスによって、目指すべき方向を確

認する方法を教わりました。 

登山口に立つと緊張と興奮で何かと慌てがちな

ので、まず目指す頂を確認することで、落ち着い

てスタートすることができました。往路の急登は

かなりきつかったですが、高度を上げるにつれ心

地よい風が吹いてくれたので、最近流行りのプリ

マロフトのベースレイヤーを着ていても直ぐに

乾いてくれてほとんど汗を感じることはありま

せんでした。山頂奥の展望地では辺り一面に可憐

に咲くバイカオウレンにびっくりし、これだけで

登ってきた甲斐を感じました。目の前に聳え立つ

中央アルプスの名峰達を山座同定で確認する方

法を教えていただき、昔自分が登った山を違った

角度から望むことができ、また違った登山の楽し

み方を堪能できました。       (中村 慎吾）

＜リーダーコメント＞

この山行は昨年にバイカオウレンが見事であ

ったので、今年も同時期に再度計画したものです。

山頂奥の展望台では昨年よりさらに多くのバイ

カオウレンが咲き誇り感動しました。カヤト付近

からは御岳山をはじめ木曽谷の雄大な眺望が、山

頂奥の展望台からは三ノ沢岳、木曽駒ケ岳等の中

央アルプスの峰が望めるなど楽しみの多い山で

す。登山口からカヤトの間は急斜面がつづき、登

りも下りもペースの維持とスリップへの注意が

欠かせません。また、登山口に 3台程度しか駐車

できないためヒヤヒヤするのですが、今年は 1 番

乗り。良い山なのに来訪者が少なく、昨年同様、

静かな山行が楽しめました。 今回から気象担当

を設け、山頂では参加者全員でお天気当てゲーム

を行うようにしました。参加者からは山の天気に

関する質問も活発に出されお陰様で大変有意義

な山行になりました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

55 月月 1111 日日((土土))  ☆☆

山域：飛騨木曽川公園 山名：継継鹿鹿尾尾山山（（227722  mm））・・

鳩鳩吹吹山山（（331133  mm））
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パス、高度計といった道具も使いこなせるよう、

引き続き精進していきたいと思います。 

（花田 彰紀） 

＜リーダーコメント＞ 

 山の魅力をコンパクトにまとめた山行いかが

でしたか。皆さん岩登りの経験が浅くて意外でし

た。もう少し長い時間体験できればよかったです

ね。登山には色々なジャンルがあります一生涯の

趣味となるように早く自身が本当に求めている

ジャンルを見つけて下さい。たくさんのご参加あ

りがとうございました 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

44 月月 2200 日日((土土))  ☆☆☆☆

山域：木曽谷・木曽山地  山名：風風越越山山（（11,,669999mm））  

（往路）金山 6:50→中津川 IC7:50→上松町萩原

→風越山登山口 P 9:05

（復路）駐車場 14:30→入浴 16:00→中津川 IC 

16:50→金山 18:00  

ココーーススとと所所要要時時間間

鷹鳥屋登山口 9:30～カヤト分岐 10:50～風越山

11:30～展望台 11:40/12:00～風越山 12:00～カ

ヤト分岐 13:10～オオマキ 13:50～登山口 14:20

所要時間 4 時間 50 分 

参加者（4名）  

CCLL 高高松松  信信治治  SL 会計：髙橋 弘美 気象：中村 

慎吾 記録：五島 健一 

（参加者の感想） 

 ・バイカオウレンと中央アルプスの姿を楽しみ

に参加しました。見事にその２つ共が叶った山行

となりました。登りは、きつい道ですが御嶽山を

望める道、途中の避難小屋、展望台から見える中

央アルプスそして可憐なバイカオウレンの群生

と楽しみどころ満載でした。気象、歩き方、地図

の見方、山行中はもとより往路復路に CL から教

えて頂いた遭難対策のお話は大変勉強になりま

した。            （髙橋 弘美）                                        

・登山口までの車中で、皆がそれぞれで予め検

討してきた山頂の天気予想を発表しました。どの

ような情報を元にしたか、どのような考えで天気

を予想したかなどを話し合い、計画時や山行中の

天気の重要性についても確認できました。登山口

で地図とコンパスによって、目指すべき方向を確

認する方法を教わりました。 

登山口に立つと緊張と興奮で何かと慌てがちな

ので、まず目指す頂を確認することで、落ち着い

てスタートすることができました。往路の急登は

かなりきつかったですが、高度を上げるにつれ心

地よい風が吹いてくれたので、最近流行りのプリ

マロフトのベースレイヤーを着ていても直ぐに

乾いてくれてほとんど汗を感じることはありま

せんでした。山頂奥の展望地では辺り一面に可憐

に咲くバイカオウレンにびっくりし、これだけで

登ってきた甲斐を感じました。目の前に聳え立つ

中央アルプスの名峰達を山座同定で確認する方

法を教えていただき、昔自分が登った山を違った

角度から望むことができ、また違った登山の楽し

み方を堪能できました。       (中村 慎吾）

＜リーダーコメント＞

この山行は昨年にバイカオウレンが見事であ

ったので、今年も同時期に再度計画したものです。

山頂奥の展望台では昨年よりさらに多くのバイ

カオウレンが咲き誇り感動しました。カヤト付近

からは御岳山をはじめ木曽谷の雄大な眺望が、山

頂奥の展望台からは三ノ沢岳、木曽駒ケ岳等の中

央アルプスの峰が望めるなど楽しみの多い山で

す。登山口からカヤトの間は急斜面がつづき、登

りも下りもペースの維持とスリップへの注意が

欠かせません。また、登山口に 3台程度しか駐車

できないためヒヤヒヤするのですが、今年は 1 番

乗り。良い山なのに来訪者が少なく、昨年同様、

静かな山行が楽しめました。 今回から気象担当

を設け、山頂では参加者全員でお天気当てゲーム

を行うようにしました。参加者からは山の天気に

関する質問も活発に出されお陰様で大変有意義

な山行になりました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

55 月月 1111 日日((土土))  ☆☆

山域：飛騨木曽川公園 山名：継継鹿鹿尾尾山山（（227722  mm））・・

鳩鳩吹吹山山（（331133  mm））
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（往路）名鉄犬山遊園で集合→不老公園駐車場

（復路）不老公園駐車場→名鉄犬山遊園解散  

ココーーススとと所所要要時時間間

不老公園 8:15～大平登山口 8:20～大平山 9:05～

西山 10:30～鳩吹山 11:40～西山休憩舎 12：45～

石原登山口 13:45～継鹿尾山東屋 14:30～継鹿尾

観音/寂光院 15:25～不老公園 15:45

歩行時間 6 時間 25 分 

参加者（4名） 

CL 村村瀬瀬  恭恭平平  山田 卓  塚原 恵美子 神田 昌彦 

(参加者の感想) 

・予想した通り気温が上昇し、水をたくさん飲み

ました。ペットボトルを１本多めに持って行きま

したが丁度良かったです。前半はペースを抑えて

歩きました。後半は少しだけペースを上げました

が、体調不良のメンバーが居たので抑えめに歩き

ました。階段が多かったですが、階段をパスして

歩いてはイケナイというアドバイスが有り、地道

に全ての階段を歩きました。降りの滑りやすい箇

所も落ち着いて歩くことが出来たと思います。

（山田 卓） 

・久しぶりの快晴の山行で、日中は暑いながらも

時々さわやかな風吹き、新緑と鶯の鳴き声を聞き

ながら気持ちもさわやかになる山行でした。しか

し、実際の行程は四山を登り下り、小ピークもい

くつもあり、段差の高い階段、岩場ありとバラエ

ティーにとんだルートでした。夏山山行の練習と

思って取り組む事などアドバイスを頂きました。

きついなぁと  思った頃に素晴らしい景色（犬山

市内、御嶽山、乗鞍岳など）を眺め、気持ちと身

体を整え、無事に下山することができました。今

回の山行は、暑さに慣れることと、登り、下りの

連続がよい訓練となりました。 （塚原 恵美子）

＜リーダーコメント＞

天候に恵まれ、時々爽やかな風に吹かれながら

大平山→両見山（西山）→鳩吹山→継鹿尾山→寂

光院の周回を歩き、楽しい１日を過ごせた事を参

加者の皆さんに感謝します。この時期としては多

少気温が高かったせいか、後半はペースが落ちま

した。今後の、糧となる問題点を見つけ、夏山の

山行に活かせて頂ければ幸いです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

55 月月 1111 日日((土土)) ☆☆ 

山域：奥三河 山名：岩岩古古谷谷山山（（880088mm））

（往路）金山発 6:50→新城 IC→和市登山者駐車場

8:50（復路）和市登山者駐車場 16:40→道の駅どん

ぐりの里いなぶ 17:10/18:10→名古屋駅着 19:20
ココーーススとと所所要要時時間間

和市登山者駐車場 9:00～堤石峠 9:35～岩古谷山

10:17～御殿岩 12:12～びわくぼ峠 12：45/13：00
～鞍掛山 13:20～塩津登山口 14:48～和市登山者駐

車場 16:10    所要時間  7 時間 10 分 

参加者 (８名)  

CCLL 林林  康康太太郎郎  SL 池戸 美恵   五島 健一 

記録・会計：花田 玲子  花田 彰紀  古野 敏彦 

杉浦 充代  中野 徳子 

＜リーダーコメント＞ 

東海自然歩道３大難所の一つ｢岩古谷山｣でプ

チ岩縦走体験、細かいアップダウンが続く長距離

山稜をこまめに水分・行動食を取りながらゆっく

り縦走体験をしていただきました。天気も良く、

景色も｢三瀬明神岳｣を筆頭にたくさん眺められ

てよかったですね。皆さん健脚で、予定より早く

行動ができ、昼食休憩も取れました反省点として、

奥三河の蛭情報の認識が無く、皆さんに事前周知

できなかった。びわくぼ峠からの下山の際、上部

急傾斜部分でルートを誤り正式ルート復帰の際

少し苦労したこと、あの場面では、万一を考えロ

ープを使ったほうがよかったと反省しています。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

55 月月 1188 日日（（土土））☆☆  

山域：名張市 山名：赤赤目目 4488 滝滝・・長長坂坂山山（（558855ｍｍ））  

（往路）金山 6：50→東名阪・上野 IC 8：40→
赤目 48 滝バス停 P 9：10（復路）赤目 48 滝バス

停 P15：00→山水園（入浴）15：10/15：50→東

名阪・関 IC→金山 18：00 
ココーーススとと所所要要時時間間 バス停 P9：20～サンショウ

ウオセンター9:30～百畳岩 10:40～岩窟滝（昼食）

11：30/12:15～百畳岩・登山口 12:40～林道 13：
40～長坂山 14:15～登山口 14：40～バス停 15：
00       所要時間 5 時間 30 分

参加者（5 名）

CCLL 田田中中  進進 SL 川崎 禎明  会計：島田 逸子

記録：五島 健一  山田 卓

（参加者の感想）

・良い天気の中、快適に登れました。水を多めに

用意していたので足りなくなる心配が無く、余裕

を持って歩けました。赤目四十八滝の水がキレイ

だった事。長坂山の前半は思ったより急登でした。

登山道は標識が多く歩きやすかったと思います。                                           
（山田 卓）                       

・昨年は雨天で長坂山は中止となり、一年ぶりの

山行となりました。昨年と比べ天気に恵まれたの

で観光客も多く、観光モードで歩きました。しか

し、分岐からは一気に 200m を登る急登となり気

持ちの油断に繋がります。緊張感をもって山行出

来ました。           （川崎 禎明）

＜リーダーコメント＞ 

サンショウウオセンターで入山料 1000 円を払

い、天然記念物の山椒魚をゆっくり見学してから

スタート。快晴の日曜日で土産物屋も多く、外国

人が目立つ観光客一杯の国定公園の滝散策。最終

の巌窟滝まで大小 48 の滝を巡る 3.3 キロのコー

スをカジカカエルの鳴き声を聴きながらの涼し

いハイキング気分でした。百畳岩まで戻り長坂山

登山口より急登 40 分、新緑のイヌブナ、リョウ

ブ、モミ、イロハモミジの樹林帯を抜け、尾根か

らは遠く町を見下ろしながら快調でした。途中に

林道の分岐迄下り、登り返しには全員苦労して頂

上に着きました。麓の赤目温泉湯本山水園でゆっ

くり汗を流しました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

55 月月 2266 日日((日日))  ☆☆☆☆

山域：福井県  山名：荒荒島島岳岳（（11,,552233ｍｍ））

（往路）金山 6:30→白鳥 IC→勝原登山口駐車場

8：50 （復路）登山口駐車場 18:00→白鳥 IC→

関 SA→名古屋高速→金山 21:20

ココーーススとと所所要要時時間間

勝原コース登山口 9：15～深谷ノ頭 11:45～シャク

ナゲ平 12:20/12:50～前荒島岳 13:30～荒島岳山頂

到着 13:54/14:25～シャクナゲ平 15:15～深谷ノ頭

15:50～駐車場～17：25  所要時間 6時間 56 分

参加者 (7 名)

CCLL 近近藤藤  政政仁仁  SL 磯部 隆 記録 黒石 真弓

神戸 志摩  佐橋 章嘉  高橋 弘美 清水 ゆかり

（参加者感想）

・計画書通り、やはり標高差 1200 メートル越え

はずっと続く急登は登りごたえがあり、下りは

長かったです。頂上手前の『もちが壁』は、そ

の名の通り、岩場で急登でしたが楽しめました。

途中の花や鳥や新緑など見ながらグループで行

くのは辛さも少なく楽しかったです。頂上から

白山は隠れていましたが、大野市街の景色、午

前中途中の白山も見えたので満足です。途中先

頭役を皆で交代し、後続メンバーを見ながらの

歩きのペースの難しさも学びました。大体コー

－ 10 －



55 月月 1188 日日（（土土））☆☆  

山域：名張市 山名：赤赤目目 4488 滝滝・・長長坂坂山山（（558855ｍｍ））  

（往路）金山 6：50→東名阪・上野 IC 8：40→
赤目 48 滝バス停 P 9：10（復路）赤目 48 滝バス

停 P15：00→山水園（入浴）15：10/15：50→東

名阪・関 IC→金山 18：00 
ココーーススとと所所要要時時間間 バス停 P9：20～サンショウ

ウオセンター9:30～百畳岩 10:40～岩窟滝（昼食）

11：30/12:15～百畳岩・登山口 12:40～林道 13：
40～長坂山 14:15～登山口 14：40～バス停 15：
00       所要時間 5 時間 30 分

参加者（5 名）

CCLL 田田中中  進進 SL 川崎 禎明  会計：島田 逸子

記録：五島 健一  山田 卓

（参加者の感想）

・良い天気の中、快適に登れました。水を多めに

用意していたので足りなくなる心配が無く、余裕

を持って歩けました。赤目四十八滝の水がキレイ

だった事。長坂山の前半は思ったより急登でした。

登山道は標識が多く歩きやすかったと思います。                                           
（山田 卓）                       

・昨年は雨天で長坂山は中止となり、一年ぶりの

山行となりました。昨年と比べ天気に恵まれたの

で観光客も多く、観光モードで歩きました。しか

し、分岐からは一気に 200m を登る急登となり気

持ちの油断に繋がります。緊張感をもって山行出

来ました。           （川崎 禎明）

＜リーダーコメント＞ 

サンショウウオセンターで入山料 1000 円を払

い、天然記念物の山椒魚をゆっくり見学してから

スタート。快晴の日曜日で土産物屋も多く、外国

人が目立つ観光客一杯の国定公園の滝散策。最終

の巌窟滝まで大小 48 の滝を巡る 3.3 キロのコー

スをカジカカエルの鳴き声を聴きながらの涼し

いハイキング気分でした。百畳岩まで戻り長坂山

登山口より急登 40 分、新緑のイヌブナ、リョウ

ブ、モミ、イロハモミジの樹林帯を抜け、尾根か

らは遠く町を見下ろしながら快調でした。途中に

林道の分岐迄下り、登り返しには全員苦労して頂

上に着きました。麓の赤目温泉湯本山水園でゆっ

くり汗を流しました。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

55 月月 2266 日日((日日))  ☆☆☆☆

山域：福井県  山名：荒荒島島岳岳（（11,,552233ｍｍ））

（往路）金山 6:30→白鳥 IC→勝原登山口駐車場

8：50 （復路）登山口駐車場 18:00→白鳥 IC→

関 SA→名古屋高速→金山 21:20

ココーーススとと所所要要時時間間

勝原コース登山口 9：15～深谷ノ頭 11:45～シャク

ナゲ平 12:20/12:50～前荒島岳 13:30～荒島岳山頂

到着 13:54/14:25～シャクナゲ平 15:15～深谷ノ頭

15:50～駐車場～17：25  所要時間 6時間 56 分

参加者 (7 名)

CCLL 近近藤藤  政政仁仁  SL 磯部 隆 記録 黒石 真弓

神戸 志摩  佐橋 章嘉  高橋 弘美 清水 ゆかり

（参加者感想）

・計画書通り、やはり標高差 1200 メートル越え

はずっと続く急登は登りごたえがあり、下りは

長かったです。頂上手前の『もちが壁』は、そ

の名の通り、岩場で急登でしたが楽しめました。

途中の花や鳥や新緑など見ながらグループで行

くのは辛さも少なく楽しかったです。頂上から

白山は隠れていましたが、大野市街の景色、午

前中途中の白山も見えたので満足です。途中先

頭役を皆で交代し、後続メンバーを見ながらの

歩きのペースの難しさも学びました。大体コー
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スは分かったので次は冬の荒島岳に行ってみた

いです。           （佐橋 章嘉）

・登山口駐車場からいきなりの登りの連続、し

ゃくなげ平まででも標高差 860ｍ。ピークまで

1200ｍ覚悟はしていたもののかなりきつい。

色々なお花とブナの木の緑、時折顔を出す白山

や麓の町並みに励まされて登りました。ピーク

前のもちがかべがロープ・鎖で難所と注意され

ましたが、その他も難所続きでした。ピークは

あいにく雲が迫り 360 度の眺めも 70％位。下り

も急降下とゴロゴロした歩きにくい道が長く続

き下山後久しぶりの筋肉痛でした。ストックを

使えば良かったかなと反省です。でもみなさん

と和気あいあいと楽しく初めての福井の山を満

喫することができました。  （高橋 弘美）

・以前、個人的に計画の段階で歩行距離、時間、

鎖場などがあり、経験不足の私ではちょっと難

しいのではと諦めた荒島岳。今回、支部友山行

で挑戦する事ができました。うわさ通り、登り

ごたえのある山で駐車場から山頂までずっと登

り。それでも白山ベンチからは白山と別山を見

る事ができ登山道の両側はコアジサイ、タニウ

ツギ、ユキザサ、イワカガミ、ミヤマキンバイ、

ウワミズザクラ、ミヤマシキミ、エンレイソウ、

チゴユリ、オオカメノキと高山植物でいっぱ

い！沢山の高山植物に癒された一方で、山頂か

らは白山方面はグレーの雲に覆われて見る事が

できませんでしたが、反対側の大野盆地と市街

地が一望でき田畑のパッチワークがとても綺麗

でした。         （清水 ゆかり）

＜リーダーコメント＞

今回の荒島岳は北アルプスの前哨戦として計

画。LINE-G を作成し、登山届アプリ「コンパス」

から登山届を提出。山行一週間前から天気予報

（てるぼうず）を確認し、「曇り一時雨」で山行

決行を判断しました。山行では長い登りの連続

と下りの連続を体験していただき、皆で先頭を

交代しながら花や景色を楽しんで登り、皆で負

担軽減することを体験してもらいました。ただ

し、グループ登山の先頭は後続者の動向を見な

がら、スピード調整していただきましたが、若

干乱れたことが残念でした。一日中雨に降られ

ませんでしたが、山頂は曇り空で白山もみえず、

地図とコンパスを使った山座同定もできません

でした。また、私は途中で右足の太ももがけい

れんし、芍薬甘草湯を飲んでの遅れての歩行。

連絡は LINE-G を使った連絡になり、ご迷惑をお

かけしました。熊被害多発の中、日本海側の荒

島岳に登るので熊鈴着用、私は熊よけスプレー

持参。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

66 月月 11 日日・・22 日日((土土・・日日))  ☆☆

山域：中国山地中部 山名：伯伯耆耆大大山山（（11,,770099ｍｍ））

（往路）ジャパンレンタカー名古屋駅前北店7:30

→名古屋西 IC→新東名→中国自動車道→米子自

動車道（溝口 IC）→弥山荘 14:50

（復路）弥山荘 12:50→豪円湯院 12:50/14:00→

溝口 IC→名古屋西 IC→ジャパレン名古屋前北店

20:30

ココーーススとと所所要要時時間間

弥山荘 6:00～夏山登山口 6:11～行者谷別れ 7:29

～六合目避難小屋 7:38～大山頂上 8:44～大山頂

上避難小屋 9:24～六合目避難小屋 10:16～行者

谷別れ 10:45～行者登山口 12:10～弥山荘 12:35

所要時間 6 時間 35 分 

参加者（7名） 

CCLL 川川崎崎  禎禎明明  SL 木村 篤   AD 田中 進  

会計：花田 玲子 報告：芝山 美智子 山田 卓 

佐橋 章嘉 

（参加者の感想） 

・開山祭に合わせた大山山行は、初日のたいま

つ行列に参加、1000 人の行列は炎の河のように

なり圧巻で貴重な経験でした。２日目の大山は、 

朝からの悪天候で終日、ガスや小雨の中、幻想 

的なブナ林は楽しめました。天候を甘く見頂上 

は８度で寒くお湯を持っていかなかった反省点 

です。片道 400km の遠征でしたが１年に１度の 

夏山開き祭に参加でき充実した楽しい山行でし 

た。         （佐橋 章嘉） 

・大山山行で初日のたいまつ行列に参加しまし

た。たいまつの炎が河のようになって参道を流

れてくる様子は感動的でした。2日目の大山登山

は久々のカッパを着てのスタート。山頂神事に

参加せず、行列谷コースを下山したところに、

神事に出られた町長さん一行が神事に使った笹

をもって下りて来られた。その笹に触れながら、 

一緒に記念写真を撮ったのも良い思い出になり

ました。                  （芝山美智子）

＜リーダーコメント＞ 

私にとっても初めての開山祭の参加で松明列 

を楽しみにていました。前夜祭は 1000 人程集ま 

り炎の河がとても幻想的でした。山行中は晴れ 

間がでず少し肌寒い山行となりました。雨天に 

もかかわらず登山者は多くすれ違うのに相当な 

時間がかかりました。今回は、道がしっかりし 

ており、登山者も多いので道迷いはしませんが、 

カッパを着て歩くとどうしても左右を振り向く

ことが減り、視界も少ないのでルートを外れる

ことにもつながります。ポイントごとに自分の

位置を確認しておくことが重要かと思いました。 

また、機会があればご一緒いたしましょう。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

令令和和 66 年年 1100 月月～～1122 月月のの山山行行計計画画！！  
＜＜メメーールル・・携携帯帯はは SSMMSS でで山山行行リリーーダダーー  

ににおお申申込込みみ下下ささいい。。＞＞！！  

・・申申しし込込みみ開開始始はは  山山行行日日のの３３かか月月前前かからら、、優優先先

はは 11 ヶヶ月月そそのの後後支支部部員員もも申申しし込込みみ可可、、

月月にに原原則則２２山山行行ままででととししまますす。。

・・山山行行日日・・山山名名・・会会員員番番号号・・氏氏名名・・住住所所・・電電話話（（携携

帯帯電電話話））・・生生年年月月日日・・血血液液型型・・加加入入保保険険名名  ・・

緊緊急急連連絡絡先先（（そそのの関関係係））

☆☆山山行行ググレレーードド

☆ １日の累計標高差（登り） 600ｍ以内、

歩行時間４時間程度の山

☆☆１日の累計標高差（登り）1,200ｍ以内、

歩行時間６時間程度の山

☆☆☆１日の累計標高差（登り）1,200ｍ超過、

歩行時間６時間超過の山

山山行行ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー  連連絡絡先先

尾上 昇 onoe@onoe.co.jp 090-1741-4926
金谷 正起 kanaya.masaki@rouge.plala.or.jp 

090-9931-3600
榊 將美 m.sakaki@minds-consulting.jp

090-7237-4410
松本 陽子  yo-kom@nifty.com    090-7859-4031 
田中 進 t-susumu@peace.ocn.ne.jp

090-9191-8666
磯部 隆   takass＠yk.commufa.jp 

090-9180-7245
高松 信治  takama2nobu3@yk.commufa.jp 

090-3156-5268
今津 英一朗 imazu.eiitirou@maroon.plala.or.jp 

090-2616-7549
村瀬 恭平  hoshizakari@docomo.ne.jp 

090-4186-9876
近藤 政仁  vft55ud55@gmail.com 090-2183-8125 
倉橋 智司  ilyt6by8@qc.commufa.jp 

090-8673-7180
 池戸 美恵 noboruonna@icloud.com 

090-1294-0415
川崎 禎明  y.kawa715@gmail.com 

090-2131-7695
久野 輝美 kuno4895@hotmail.com 

090-7575-4521
林 康太郎 koutaropippi@gmail.com 

090-2949-0544
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朝からの悪天候で終日、ガスや小雨の中、幻想 

的なブナ林は楽しめました。天候を甘く見頂上 

は８度で寒くお湯を持っていかなかった反省点 

です。片道 400km の遠征でしたが１年に１度の 

夏山開き祭に参加でき充実した楽しい山行でし 

た。         （佐橋 章嘉） 

・大山山行で初日のたいまつ行列に参加しまし

た。たいまつの炎が河のようになって参道を流

れてくる様子は感動的でした。2日目の大山登山

は久々のカッパを着てのスタート。山頂神事に

参加せず、行列谷コースを下山したところに、

神事に出られた町長さん一行が神事に使った笹

をもって下りて来られた。その笹に触れながら、 

一緒に記念写真を撮ったのも良い思い出になり

ました。                  （芝山美智子）

＜リーダーコメント＞ 

私にとっても初めての開山祭の参加で松明列 

を楽しみにていました。前夜祭は 1000 人程集ま 

り炎の河がとても幻想的でした。山行中は晴れ 

間がでず少し肌寒い山行となりました。雨天に 

もかかわらず登山者は多くすれ違うのに相当な 

時間がかかりました。今回は、道がしっかりし 

ており、登山者も多いので道迷いはしませんが、 

カッパを着て歩くとどうしても左右を振り向く

ことが減り、視界も少ないのでルートを外れる

ことにもつながります。ポイントごとに自分の

位置を確認しておくことが重要かと思いました。 

また、機会があればご一緒いたしましょう。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

令令和和 66 年年 1100 月月～～1122 月月のの山山行行計計画画！！  
＜＜メメーールル・・携携帯帯はは SSMMSS でで山山行行リリーーダダーー  

ににおお申申込込みみ下下ささいい。。＞＞！！  

・・申申しし込込みみ開開始始はは  山山行行日日のの３３かか月月前前かからら、、優優先先

はは 11 ヶヶ月月そそのの後後支支部部員員もも申申しし込込みみ可可、、

月月にに原原則則２２山山行行ままででととししまますす。。

・・山山行行日日・・山山名名・・会会員員番番号号・・氏氏名名・・住住所所・・電電話話（（携携

帯帯電電話話））・・生生年年月月日日・・血血液液型型・・加加入入保保険険名名  ・・

緊緊急急連連絡絡先先（（そそのの関関係係））

☆☆山山行行ググレレーードド

☆ １日の累計標高差（登り） 600ｍ以内、

歩行時間４時間程度の山

☆☆１日の累計標高差（登り）1,200ｍ以内、

歩行時間６時間程度の山

☆☆☆１日の累計標高差（登り）1,200ｍ超過、

歩行時間６時間超過の山

山山行行ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー  連連絡絡先先

尾上 昇 onoe@onoe.co.jp 090-1741-4926
金谷 正起 kanaya.masaki@rouge.plala.or.jp 

090-9931-3600
榊 將美 m.sakaki@minds-consulting.jp

090-7237-4410
松本 陽子  yo-kom@nifty.com    090-7859-4031 
田中 進 t-susumu@peace.ocn.ne.jp

090-9191-8666
磯部 隆   takass＠yk.commufa.jp 

090-9180-7245
高松 信治  takama2nobu3@yk.commufa.jp 

090-3156-5268
今津 英一朗 imazu.eiitirou@maroon.plala.or.jp 

090-2616-7549
村瀬 恭平  hoshizakari@docomo.ne.jp 

090-4186-9876
近藤 政仁  vft55ud55@gmail.com 090-2183-8125 
倉橋 智司  ilyt6by8@qc.commufa.jp 

090-8673-7180
 池戸 美恵 noboruonna@icloud.com 

090-1294-0415
川崎 禎明  y.kawa715@gmail.com 

090-2131-7695
久野 輝美 kuno4895@hotmail.com 

090-7575-4521
林 康太郎 koutaropippi@gmail.com 

090-2949-0544
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1100 月月 1122 日日（（土土））☆☆    募集開始 7 月 12 日 
山域：南アルプス南部 山名：熊熊伏伏山山（（11,,665544mm）） 

注注：：高高塚塚山山かからら変変更更でですす

ﾙｰﾄ:青崩峠登山口～青崩峠～青崩の頭～観音山

分岐～熊伏山～(往時戻る)～青崩山登山口 
歩行時間：約 5 時間 
集合：日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 7：00 交通：自家用車

参加費：3,500 円 募集人員：3 名 
ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：林林康康太太郎郎   雨天中止          
ﾎﾟｲﾝﾄ：青崩トンネル開通前の秘境を訪ねる

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1100 月月 1144 日日（（月月・・祝祝））☆☆☆☆ 募集開始 7 月 14 日

山域：鈴鹿南部 山名：錫錫杖杖ヶヶ岳岳（（667766mm））

ﾙｰﾄ:加太～柚之木峠～錫杖ヶ岳～柚子木峠～加

太   歩行時間：５時間

集合：JR 名古屋駅中央改札口          
時間：午前 7：15  参加費：約 3,000 円

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：磯磯部部  隆隆  募集：5 名 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：JR の駅から、静かで歩き易い山、頂上直

下に、やや長めのクサリ場があります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1100 月月 1199 日日（（土土））☆☆ 募集開始 7 月 19 日 
＜＜２２００２２４４年年入入会会者者歓歓迎迎山山行行・・読読図図＞＞

山域：三河高原 山名：物物見見山山（（332288mm）） 
ﾙｰﾄ: 海上の森～五叉路～物見山～赤猿峠～日

本山岳会土地～海上の森  歩行時間：5 時間

集合：名古屋市営地下鉄『東山公園』３番出口

時間：午前 7：30 参加費：2,000 円   
募集人員：8 名 
ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：金金谷谷  正正起起   雨天中止          
ﾎﾟｲﾝﾄ：山を楽しむための地図読みの基礎を猿

投山山麓の道を歩きながら学びます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1100 月月 2200 日日（（日日））☆  募集開始 7 月 20 日

山域：越美山地 山名：野野坂坂岳岳（（991133mm））

ﾙｰﾄ ：登山口〜トチノキ地蔵〜二ノ岳〜野坂岳

往路を戻る 歩行時間：4 時間 50 分

集合：金山日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 7：00 交通：自家用車

参加費：約 3,500 円 募集：3 名

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：今今津津  英英一一朗朗 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ： 敦賀三山の一つ。早秋登山で展望を楽し

む。転倒に注意、行動時間に気をつける

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1100 月月 2233 日日（（水水））☆  募集開始 7 月 23 日

山域：沼津アルプス 山名：香香貫貫山山（（119911mm））

徳徳倉倉山山((225566mm))
ﾙｰﾄ ：香貫山登山口～香貫山～横山～徳倉山～

藤井バス停 歩行時間：4 時間 50 分

集合：ジャパンレンタカー名古屋駅前北店

時間：午前 7：00 交通：レンタカー 
参加費：約 5,000 円 募集：5 名

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：川川崎崎  禎禎明明 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：駿河湾を見下ろし富士山を愛でる

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1111 月月 22 日日((土土))  ☆☆  募集開始 8 月 2 日

山域：奈良葛城山系 山名：金金剛剛山山（（11,,112255mm）） 
ﾙｰﾄ：千早本道登山口～カトラ谷～頂上～ツツジ

オ源流～登山口 歩行時間：約 4 時間 30 分 
集合：金山日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 7：00  交通：自家用車 
参加費：交通費実費（約 3,500 円） 
ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー田田中中  進進 募集：4 名 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ： 大阪と奈良の間にある日本二百名山

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1111 月月 1100（（日日））☆☆☆☆   募集開始 8 月 10 日 
山域：伊那谷 山名：大大川川入入山山((11,,990088mm))  
ﾙｰﾄ：治部坂峠駐車場～横岳～最低鞍部

～大川入山(往復)
歩行時間：5 時間 30 分

集合：日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 6：50 交通：自家用車

参加費：約 3,500 円 
ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：高高松松  信信治治  募集：3 名 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：晩秋の大川入山。ササ原の山頂から南信

州の山々、中央アルプス南部や南アルプスを一望

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1111 月月 1166（（土土））☆☆    募集開始 8 月 16 日

山域：京都トレール北山東部

山名：龍龍王王岳岳～～鞍鞍馬馬寺寺

ﾙｰﾄ： 戸寺バス停～江文峠～薬王坂～竜王岳～鞍

馬寺～僧正ヶ谷不動堂～貴船神社≁貴船バス停

歩行時間：約 5 時間 30 分 
集合：金山日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 6：30
交通：自家用車  参加費：約 5,500 円

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：村村瀬瀬  恭恭平平  募集：4 名 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：苔生す緑と真紅の対比が美しい三千院や、

額縁庭園と名高い宝泉院の紅葉は圧巻。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1111 月月 1166（（土土））☆☆ 募集開始 8 月 16 日

山域：湖西アルプス 山名：座座談談山山（（330099mm））

神神石石山山（（332255mm））

ﾙｰﾄ ：JR 新所原駅～梅田親水公園～梅田峠～

嵩山～梅田峠～仏岩～ラクダ岩分岐～紙石山

～船形山～座談山～東山～JR 二川駅  
歩行時間：4 時間 50 分

集合：新所原駅 8：00 集合 
時間：午前 8：30 公共交通： 

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：今今津津  英英一一朗朗  募集：5 名 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ： 道迷い注意、転倒注意 浜名湖を見下ろ

すコース

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1111 月月 1177 日日（（日日））☆☆☆☆ 募集開始 8 月 17 日 
山域：奥三河 山名：岩岩古古谷谷山山（（882222mm）） 
ﾙｰﾄ：和市登山口～堤石峠～岩古谷山～堤石峠～

平山明神山～堤石峠～和市駐車場

歩行時間：5 時間

集合：金山日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 7：00 交通：自家用車

参加費：5,000 円 募集：3 名 
ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：近近藤藤政政仁仁 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：岩古谷山、平山明神山（三点支持）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1111 月月 2233（（土土））☆☆☆☆  募集開始 8 月 23 日

山域：西濃 山名：西西台台山山((994499mm))・・
タタンンポポ((11,,006666mm))
ﾙｰﾄ：のりこし峠～西台山～タンポ～(往時戻る)
～のりこし峠 歩行時間：約 7 時間 
集合：日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 7：00 交通：自家用車

参加費：3,000 円 募集：3 名 
ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：林林  康康太太郎郎 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：とある山岳会道迷い遭難現場 ルーファ

イと実地検証

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1111 月月 3300（（土土））☆☆ 募集開始 8 月 30 日

山域：鈴鹿南部 山名：宮宮指指路路山山（（994466mm））

ﾙｰﾄ： 小岐須渓谷林道～大石橋（ヤケギ谷コース）

～宮指路岳～犬返しの険～小社峠～仙ケ谷～大

石橋～小岐須渓谷林道

歩行時間：約 7 時間

集合：金山日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 6 時 40 分 交通：自家用車

参加費：3,500 円（実費） 募集：3 名 
ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：榊榊  將將美美      雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：朝明ミーティング時ロープワーク講習受

講者（経験者含む）に限ります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1122 月月 77（（土土））☆☆    募集開始 9 月 7 日

山域：恵那 山名：笠笠置置山山((11,,112288mm))
ﾙｰﾄ：田沢口登山口～記録小屋～姫栗林道出合～

笠置山山頂～姫栗林道出合～記録小屋～田沢口

登山口 歩行時間：5 時間 
集合：JR 名古屋駅中央改札口 
時間：午前 7:00 交通：JR&タクシー 
参加費：約 4,500 円 募集：5 名 

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：磯磯部部  隆隆 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：中央高速道を挟んで、恵那山と対峙する

ひときわ見栄えのする山。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1122 月月 88 日日（（日日））☆☆ 募集開始 9 月 8 日

山域：新城市 山名：五五葉葉山山（（446644mm））

ﾙｰﾄ：大原調整池駐車場～大原調整池（周回）～

五葉山～大原調整池（周回）～大原調整池駐車場

歩行時間：5 時間 
集合：金山日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 7:00 出発 交通：自家用車 

参加費：約 4,000 円 募集：3 名

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：近近藤藤政政仁仁 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：五葉山から富士山を眺め登山納め。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

12 月 15（日）☆☆  募集開始 9 月 15 日 
山域：鈴鹿山脈 山名：藤藤原原岳岳((11,,114400mm)) 
ﾙｰﾄ：西藤原 P～大貝戸休憩所～表登山道 5 合目

～藤原山荘(昼食)～藤原岳～藤原山荘～表登山道

5 合目～大貝戸休憩所～西藤原 P
歩行時間：6 時間 00 分

集合：金山日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前：7：00 交通：自家用車

参加費：約 2,300 円 募集：3 名 
ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：高高松松  信信治治 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：山頂部は雪景色？雪山シーズンの到来を

感じながら冬枯れの山に登ります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1122 月月 1155 日日☆☆☆☆ 募集開始 9 月 10 日

山域：鈴鹿山脈 山名：竜竜ヶヶ岳岳  ((11,,009999mm))
ﾙｰﾄ：宇賀渓～金山尾根～遠足尾根分岐～竜ヶ岳

～遠足尾根分岐～宇賀渓

歩行時間：6 時間 10 分  
集合：金山日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 7:00 出発 交通：自家用車 
参加費：約 3,000 円 募集：3 名

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：今今津津  英英一一朗朗 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：晩秋の鈴鹿、積雪の場合はアイゼン要

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1122 月月 2211（（土土））☆☆ 募集開始 9 月 7 日

山域：京都 山名：大大文文字字山山((446655mm))
ﾙｰﾄ：JR 名古屋～山科～蹴上～日向大神社～大文

字山～善気山～銀閣寺～南禅寺～蹴上～山科～

JR 名古屋   歩行時間：5 時間 
集合：JR 名古屋駅中央改札口 
時間：午前 7:00 参加費：約 6,000 円

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：磯磯部部  隆隆 募集：5 名 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：大文字山頂上直下の、送り火をする場所

からの京都盆地の眺めは、圧巻で、下山後は、哲

学の道の散策。
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集合：新所原駅 8：00 集合 
時間：午前 8：30 公共交通： 

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：今今津津  英英一一朗朗  募集：5 名 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ： 道迷い注意、転倒注意 浜名湖を見下ろ

すコース

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1111 月月 1177 日日（（日日））☆☆☆☆ 募集開始 8 月 17 日 
山域：奥三河 山名：岩岩古古谷谷山山（（882222mm）） 
ﾙｰﾄ：和市登山口～堤石峠～岩古谷山～堤石峠～

平山明神山～堤石峠～和市駐車場

歩行時間：5 時間

集合：金山日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 7：00 交通：自家用車

参加費：5,000 円 募集：3 名 
ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：近近藤藤政政仁仁 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：岩古谷山、平山明神山（三点支持）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1111 月月 2233（（土土））☆☆☆☆  募集開始 8 月 23 日

山域：西濃 山名：西西台台山山((994499mm))・・
タタンンポポ((11,,006666mm))
ﾙｰﾄ：のりこし峠～西台山～タンポ～(往時戻る)
～のりこし峠 歩行時間：約 7 時間 
集合：日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 7：00 交通：自家用車

参加費：3,000 円 募集：3 名 
ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：林林  康康太太郎郎 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：とある山岳会道迷い遭難現場 ルーファ

イと実地検証

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1111 月月 3300（（土土））☆☆ 募集開始 8 月 30 日

山域：鈴鹿南部 山名：宮宮指指路路山山（（994466mm））

ﾙｰﾄ： 小岐須渓谷林道～大石橋（ヤケギ谷コース）

～宮指路岳～犬返しの険～小社峠～仙ケ谷～大

石橋～小岐須渓谷林道

歩行時間：約 7 時間

集合：金山日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 6 時 40 分 交通：自家用車

参加費：3,500 円（実費） 募集：3 名 
ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：榊榊  將將美美      雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：朝明ミーティング時ロープワーク講習受

講者（経験者含む）に限ります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1122 月月 77（（土土））☆☆    募集開始 9 月 7 日

山域：恵那 山名：笠笠置置山山((11,,112288mm))
ﾙｰﾄ：田沢口登山口～記録小屋～姫栗林道出合～

笠置山山頂～姫栗林道出合～記録小屋～田沢口

登山口 歩行時間：5 時間 
集合：JR 名古屋駅中央改札口 
時間：午前 7:00 交通：JR&タクシー 
参加費：約 4,500 円 募集：5 名 

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：磯磯部部  隆隆 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：中央高速道を挟んで、恵那山と対峙する

ひときわ見栄えのする山。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
1122 月月 88 日日（（日日））☆☆ 募集開始 9 月 8 日

山域：新城市 山名：五五葉葉山山（（446644mm））

ﾙｰﾄ：大原調整池駐車場～大原調整池（周回）～

五葉山～大原調整池（周回）～大原調整池駐車場

歩行時間：5 時間 
集合：金山日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 7:00 出発 交通：自家用車 

参加費：約 4,000 円 募集：3 名

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：近近藤藤政政仁仁 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：五葉山から富士山を眺め登山納め。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

12 月 15（日）☆☆  募集開始 9 月 15 日 
山域：鈴鹿山脈 山名：藤藤原原岳岳((11,,114400mm)) 
ﾙｰﾄ：西藤原 P～大貝戸休憩所～表登山道 5 合目

～藤原山荘(昼食)～藤原岳～藤原山荘～表登山道

5 合目～大貝戸休憩所～西藤原 P
歩行時間：6 時間 00 分

集合：金山日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前：7：00 交通：自家用車

参加費：約 2,300 円 募集：3 名 
ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：高高松松  信信治治 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：山頂部は雪景色？雪山シーズンの到来を

感じながら冬枯れの山に登ります。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1122 月月 1155 日日☆☆☆☆ 募集開始 9 月 10 日

山域：鈴鹿山脈 山名：竜竜ヶヶ岳岳  ((11,,009999mm))
ﾙｰﾄ：宇賀渓～金山尾根～遠足尾根分岐～竜ヶ岳

～遠足尾根分岐～宇賀渓

歩行時間：6 時間 10 分  
集合：金山日本特殊陶業市民会館南側道路

時間：午前 7:00 出発 交通：自家用車 
参加費：約 3,000 円 募集：3 名

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：：今今津津  英英一一朗朗 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：晩秋の鈴鹿、積雪の場合はアイゼン要

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1122 月月 2211（（土土））☆☆ 募集開始 9 月 7 日

山域：京都 山名：大大文文字字山山((446655mm))
ﾙｰﾄ：JR 名古屋～山科～蹴上～日向大神社～大文

字山～善気山～銀閣寺～南禅寺～蹴上～山科～

JR 名古屋   歩行時間：5 時間 
集合：JR 名古屋駅中央改札口 
時間：午前 7:00 参加費：約 6,000 円

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー：磯磯部部  隆隆 募集：5 名 雨天：中止

ﾎﾟｲﾝﾄ：大文字山頂上直下の、送り火をする場所

からの京都盆地の眺めは、圧巻で、下山後は、哲

学の道の散策。
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＜＜支支部部友友ミミーーテティィンンググ報報告告・・予予定定＞＞  

[報告」第第 6633 回回  44 月月 99 日日（（火火））      

テテーーママ：：「「22002244 夏夏山山へへのの誘誘いい」」 支部ルーム 

講 師：山山行行リリーーダダーー 

参加者：37 名（内支部友会員 25 名） 

講師：7 名の山行ﾘｰﾀﾞｰが夏山コースを説明、 

参加者は先行申し込みを受付けしました。 

「報告」 第第 6644 回回 66 月月 1111 日日（（火火）） テーマ：「「富富士士登登頂頂 22223300 回回・・前前人人未未到到のの偉偉業業」」 
講 師：實實川川欣欣伸伸氏氏（日本山岳会静岡支部員）  

会場：支部ルーム 19：00～20：30  

参加者：22 名（内 支部友委員 14 名） 

實川氏は 42 歳で富士山初登頂以来 38 年、 

2023 年は富士山世界文化遺産 10 周年で、 

9 月 10 日の閉山最終日に登頂出来た事が 

一番の感激と語られました。 

淡々と富士登山を何度も、繰り返し下山しても疲労を感じさせない。 

裏を返せば自分自身の安全に登れるペースと筋力に、負担をかからない登山テクニックをマスタ 

―した特殊な身体機能を持ち合わせている超人です。聴講された皆さんは驚きと畏敬の念を感じ 

入っていました。 

「予定」 第第 6655 回回  88 月月 1133 日日（（火火））支部ルーム 19：00～20：30 

テテーーママ：：「「地地図図読読みみのの基基本本」」  講師： 高松信冶氏（日本山岳会東海支部員） 

「予定」 第第 6666 回回  1100 月月 2266 日日（（土土））2277 日日（（日日））    テテーーママ：：「「朝朝明明ミミーーテティィンンググ」」    

朝明茶屋キャンプ場 1 日目：分散登山後 BBQ キャンプファイヤー 2 日目：講習会  

                                     

  

  

  

  

  

  

  

  

＊＊支支部部友友会会員員数数＊＊令和 6 年 5月末 入会者 52078 山岸 有里  52079 金武 つや子 現在  61 名   

  

＊＊編編集集後後記記＊＊    

夏山フェスタで支部友会の入会に 50 名の皆さんが記名して頂きました。21 日 24 日の 2 日間 

オリエンテーションを開催します。新入会員の皆様を暖かく迎え山行ﾘｰﾀﾞｰは指導お願いします。 

支支部部友友会会事事務務所所連連絡絡先先    

〒460-0014 名古屋市中区富士見町 8-8 OMC ビル B-1 東海支部内 
URL  http://jactokai.sakura.ne.jp/shibuhp/index.php   電話：052-332-8363 FAX052-322-7924  

                              編集責任者 田中進（090-9191-8666 

＜＜第第 1100 回回夏夏山山フフェェススタタ開開催催＞＞  
6 月 8・9 日中部地区最大級の山岳関連イベント 

夏山フェスタがウインク愛知で開催されました。 

今回も東海支部のブースでは支部友会員やアルパ 

インクラブの募集を行いました。会場では「医師の 

視点で見る安全登山」と題して、日本山岳会会長の 

橋本しおりさんの講演会が行われ、講演後東海支部 

ブースに来ていただきました。 
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